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パムサ Now& New 

海外医療協力

シリーズ

バイオセーフティ最近の話題

実験室感染とバイオセーフティ

パイオセー フティとパムサ研究会

バイオハザード対策の歴史的背長

パムサの窓 .国内外の情報

海外出張報告

l第9回WHO国際ワ クチン支援会議

2 ジェンナ一博物館訪問

病原微生物検出情報(IASR)月報の誕生まで

論説

生まれ月学のすすめ

咽脳とこころと生まれ月

日本における住血吸虫症(地方病)終息までをふりかえる

一一ーそれは貧しく弱い者の死とのたたかいの歴史である一一一

書野

人は海辺で進化した一一人類進化の新理論(望月弘子訳)

進化の傷あと一一身体が語る人類の起源(望月弘子訳)

大谷明

北村敬 2 

小松俊彦 6 

菅又 昌実 8 
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三浦悌二 14

保阪幸男 26

木原光城 33
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種痘伝来150周年
予防医学に盛序した先人達一 加藤四郎 l 

シリーズ

バイオセー フティ最近の話題

医療従事者のパイオセーフテ ィ 気道感染の予防

バイ オセ フティとパムサ研究会

パイオセーフティ に関するパムサ研究会の活動

北村 敬 2 

小松俊彦 6 

パムサの窓一国内外の情報

話題の細菌感染症

Kazakhstan， Kyrgyzstan，およびMoldovaにおける感染症の発生状況

渡辺治雄 10
菅又国実 15

論説

生まれ月学のすすめ

区骨と歯の成長と進化

日本における住血吸虫症(地方病)流行終息までをふりかえる

ーふりかえると空しさと反省がそこにあった

三浦悌二 22

保阪幸男 33

企業紹介

株式会社 メルシャンクリンテック 清崎俊雄 42

書僻

fDDT革命」占領期の医療福祉政策を回想する
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人以共通感染症と感染佐新法 山内 一也

シリーズ

バイ オセーフティ段近の話題

医療関係者のパイオセーフティ 血液感染の予防 北村 倣 2 

フラ ビウイルスの最近の動向

日本脳炎 倉似 一郎 7 

パムサの窓 国内外の情報

JICA短期専門家の7ィワピンリポ ト 水野左敏 10

論説

中国における日本位由l吸虫対策 薬袋 勝 15

企業紹介

環境文化創造研究所 松井 L 25 

報告

New Influenza Management Symposium 本間玲子 27
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健康の危機管盟

シリーズ

バイオセーフティ段近の話題

医療関係者のバイオセ}フテ ィ 経口感染と接触感染

7ラビウイルスの最近の動向

デンタ熱・ デング出血l熱

芦原義守

北村 敬 2

倉恨 一郎 6 

パムサの窓一 国内外の情報

420' Annual Biological Safety Conference 
民間企業の国際技術協)J

解説

よ自伝イー組換えj良作物およひP食品について

会員企業の紹介

富士レビオ株式会社

首宮崎 浩 9 
泊門敏斉 12

郷田国元 15

原田孝博 19

報告

特定非営利活動法人 (NPO法人〕パイオメディカ Jレサイエンス研究会設立の報告 21 

保阪幸男

菅文昌実

パムサのひろば

広島県保健環境センタ ーにおけるバイオセーフティの取り組み 野田雅博 34
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NPOとしてのパイオメディカルサイエンス研究会の発足にあたって 大谷 明 l 

シリーズ

ノぜイオセーフティ最近の話題

医療関係者のバイオセーフティ セルソーターとバイオハザード 北村 敬 2 

フラ ビウイノレスの最近の動向

米国における西ナイル脳炎 倉根 一郎 5 

パムサの窓 ー圏内外の情報

CDC's 6th National Symposium on Biosafetyに参加 して 篠原克明 8 

国際協力に参加 して

トルコ共和国での経験 片岡哲朗 12 

解説

「組換えDNA技術応用食品・食品添加物の安全性確認の法的義務化」について
岩城正昭 17

会員企業の紹介

ニッタ株式会社 後藤正彦 23

報告

結核院内感染予防対策と空調設備・機器 北林厚生 25

パムサ日誌 34 
パムサだより 34 
編集後記 35 

付録

会員名簿(別冊)
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細菌学の Torchを21世紀へ

一細菌学者の半世紀の体験より 中谷林太郎

シリーズ

バイ オセーフティ最近の話題

細胞培養とバイオセーフティ 北村 敬 2 

結核、世界で最も重要な感染症 水口 康雄 6 

ウイ ノレス肝炎の最近の話題

ウイルス肝炎の特徴と問題点 森次保雄 9 

パムサの窓一国内外の情報

中国東北地方における有鈎蓑虫症の現状と問題点 伊藤洋一 12

解説

抗インフノレエンザウイノレス薬ザナミビJレの臨床応用への期待 桑山智子 18

会員企業の紹介

有限会社 マグマの紹介

産業廃棄物は未利用資源である f 近藤義正 22

パムサのひろば

人類の新敵ワヒトを狂わせる海中プランク卜ン 木原光城 25

パムサ日誌 29 

パムサだより 30 

NPOーパムサ総会、その他 33 

編集後記 34 

(NPO法人)

バイオガfカルサイエンス研究会
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シリ ーズ

結核、11上界でliitもifi要な!感染拡 (その2) ノ'K1 1 lぷjjg 2 

ウイ ルス肝炎の以近の話題 (その2)

HAVとHEV 森次保Jjf， 6 

パムサの窓一 国内外の情報

JICA研修生 (外国人カウンタパート)との話し合いで感じたこと
とくにパイオセーフティ研修と感染舵対策関係について 保阪 幸男 10 

解説

i立伝子組換え食品の抗生物質耐性マ カーの'ぷ全性について 品1IITI l調え 14 

的返却i恥WIと院内感染 笹律 倣M!. 21 

ひと休み いずみまい 24 

会員企業の紹介

株式会社 1-!¥['lT:調システム 小~~ 一俊 25 

報 告

シックハウスに|刻する特別研究について 近t主義JE 27 

パムサ日誌 32 

パムサだよ り 32 

編集後記 33 
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パムサ Now& New 

パムサのNPO法人化一年を経過して

シリーズ

結絞、世界で段も重妥な感染症

ウイノレス肝炎の最近の話題
HBVとHDV

パムサの窓 一国内外の情報

中国初のGLPナショナノレセンター技術協力プロジェクト
感染症サーベイランスが捕らえた再興感染症
アデノウイルス 7型感染症

解説

リコンビナン卜中空粒子によるワクチン開発の現状

ひと休み

異文化の根っ子

会員企業の紹介

目立プラント建設株式会社

報告

パムサ特別研究 .感染症新法病院設備研究班の活動

提言

在宅医療での使用済み注射針に対する感染性廃棄物について

染谷回虫rl l 

水口康雄 2 

森次保雄 6 

水野左敏 12

山寺静子 16

李天成 武田直和 20

松本仁一 23

宮腰隆志、 26

南谷 幹夫 27

冨総伸治 29

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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「京都宣言」の意義
WHO西太平洋地域のポリオ ・7') -5年目を迎えて

シリーズ

結核、世界で最も重要な感染症

深在性真菌症のサーベイランスと基礎研究

パムサの窓一国内外の情報

ウガンダ ・エポラ出血熱アウ トプレイクとわが国の対応

より確実な食品安全確保を
低脂肪乳によるエンテロトキシン食中毒事件の教訓

解説

牛海綿状脳症 (BSE)をめく る現在の問題

会員企業の紹介

有限会社 7)レバーネ ット

ひと休み

ジェンナーのワクチンを最初に受けた少年は誰?

報告

葺(よし)の髄から天井覗く
トルコ感染症対策プロジェクト異聞編

第6回汎太平洋新興感染症国際会議
2001年1月13日-15目、マユラ

山崎修道 l 

水口康雄 3 

新見昌一、上原至雅 8 

佐多徹太郎 13

伊藤蓮太郎 15

山内 一也 21

鈴回博健 25

加藤四郎 26

森田盛大 27

北村 敬 33

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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エイズ ・結核・マラリア

シリーズ

ウイルス肝炎の最近の話題
HCV、HGV、TTV

わが国における輸入真菌症

パムサの窓 一国内外の情報

インターネ y トをベースとする新しい形式の研究会
Systemic Fungal Infection Forum / SFIFの概略

論説

健康へのアプローチ
新しい養生論ノ ート

海外旅行者の感染症大学生への健康教育

解説

飲料水の大容量長期保存技術

会員企業の紹介

キリンビーノレ株式会社

ひと休み

五つ木の子守歌

報告

パムサシックハウス研究成果の記者説明会の開催

パムサ日誌

パムサだより

編集後記

竹田 美文 1 

森次保雄、下池貴志 3 

亀井克彦 8 

山口英世 13

川瀬 清 20
井上 栄 23

石塚章庁、掘回国元 30

岡崎 覚 35

樽谷浩子 36

小松 俊彦 38

41 
42 
42 



ノミ ム メ込
エミ 誌

JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION サ

第13巻第3号/ 20 0 1年

パムサ Now& New 

これからの医点菌学と BMSAの役割

シリ ーズ

病原真菌研究に与える分子生物学的分類 ・同定法のインパクト

WHOのポリオ恨絶計画の進展状況と予想されるこれからの動き

パムサの窓 一国内外の情報

Systemic Fungal Infection (SFI、深在性兵一菌症)フォ ーラム

論説

健康へのアプローチ
新しい益生論ノ ート

解説

医療廃棄物問題の推移

越生町クリプ トスポリジウム集団感染事件

会員企業の紹介

株式会社ト ミー精工

ひと休み

読者の声

報告

平成13年度通常総会議事録

山口英l!t 1 

綴村浩一 2
橋爪 壮 7

12 

川瀬 清 14

柳川忠二 17

伊藤洋一 21

26 

栗原知女 27

28 

29 

31 

32 

32 

パムサ日誌

パムサだより

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメ予イカルサイエンス研究会
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ゲノム解析と抗菌薬

シリーズ

わが国における深在性真菌症の発生動向と問題点

ワクチン由来ポリオウイノレスの環境中への広ま り

パムサの窓 一国内外の情報

韓国における新興 ・再興人獣共通感染症

解説

牛海綿状脳症 (BSE)の現状と安全対策の科学的基盤

論説

健康へのアプロ ーチ

新しい養生論ノ ート

会員企業の紹介

ヤンセンファ -7株式会社

報告

パイオセーフティ 研修を終えて

橋本 一 l

菊池 賢 2

吉田 弘 6

崖哲淳、申光淳 10

山内 一也 18

川瀬 t百 25

29 

正木孝幸 30

バイオセーフティ技術講習会(基礎コース)怠見調査で得られた受講者の意見 伊藤洋一 32

パムサ日誌

パムサだより

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

35 

36 

37 
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セラチア ・ミステリ ー 狩野文雄 l 

シリーズ

抗生物質の光と影 堀田国元 2 

抗生物質時代の夜明け

英米におけるペニシリン開発物語 武田敬一 4 

パムサの窓一国内外の情報

石 碑 李 事詰 7 

解説

血液の安全性と輸血後肝炎について 鈴木 哲朗 9 

論説

トリ プト ファン事件回顧 妙回俊夫 13

ひと休み

歳のせい ワ〈言葉〉 境 宣道 18 

会員企業の紹介

ダイパーズロジッ ク株式会社 後藤公一 19

声

病原微生物を扱う現場で体験したこと 鹿住祐子 21

パムサ日誌 23 

パムサだより 24 

編集後記 26 
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セラチア感染
その今目的意味

シリーズ

抗生物質の光と影
抗生物質の夜明け
英米におけるペニシリン開発ものがたり

ガーナのマラリア
感染症基礎調査の資料から

パムサの窓一国内外の情報

タイ国立衛生研究所とタイの感染症事情

中国西部寄生虫紀行

増田剛太 l 

武田敬一 2 

伊藤洋一 6 

青海省のエキノコックス

荻原敏且 11

川中正憲森嶋康之 15
論説

自然科学再考
その本質を問う

ひと休み
修辞法と論理

会員企業の紹介

有限会社総合技術

お知らせ

新資格認定試験
医療環境管理士

横室公三 21

吉倉 康 23

時四基文 24

NPO法人ライフステージリスクマネジメント協会 25 

報告
平成14年度総会報告 NPO法人パムサ研究会事務局 27

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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ワ-)レ ドカ yプサ yカーにおける大規模感染症対策について

シリーズ

抗生物質の光と;iE
わが[l'Iにおける新tVI:物質の傑率。とD'[製
カナマイシンの発見とその系消

ガーナの住I血吸虫

パムサの窓一国内外の情報

中l羽阿部寄生虫紀行
U本f主血吸虫疲の;C流行地 広州チワン族自治[>{の寄生虫症

桑附 俊11日 l 

掘[I[ [Ii[元 2

伊藤洋一 10

川1[1LE窓 森向[¥J;巨之 15 

北村 i;& 22 

品11l1J凶え 26 

27 

原刀法博 28

30 

31 

32 

解説

第 14同悶際エイズ研究会議

ひと休み

みえな くても数はものをいう

会員企業の紹介

三武サービス株式会社

お知らせ

ライ フマ平一 ジメン 卜社設立のご案内

パムサ日誌

パムサだより

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

パイ尤メ'T~カルサイエンス研究会
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レギュ ラ トリーサイ エンスへの期待

シリーズ

抗生物質の光と彩

抗生物質耐性菌-MRSAを中心にー

ガーナの トリ ノマノソ ーマ症

豊島 聴 l

堀田 国元 2 

伊藤 洋一 10

パムサの窓一国内外の情報

中国における新薬の安全性評価技術協力に携わって

中圏西部寄生虫紀行

n州省の土境媒介線虫対策とパイ オガスト イレ

水野 左敏 14

川巾 正憲 森自由康之 19

解説

第 16回 日本エイズ学会総会 ・学術集会

ひと休み

タイ の ニッポン人

北村 敬 26

近藤麻里 28

会員企業の紹介 三洋m気バイ オメディカ株式会社 30 

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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第15巻第 1号/2003年

パムサ Now& New 

高校生の科学コンテストと倫理審査 山内 繁 l

シリーズ

食品中の微生物のリスクアナリシス

食品衛生対策のツーJレとして 山本茂貨 2 

パムサの窓一国内外の情報

感染症を中心とした国際保健

解説

世界のHIV母子感染の現状と予防対策

鈴木 宏 6

若杉なおみ 15 

活動の報告

パイオセーフティ技術講習会受講者の活動

ひと休み

「してあげる」と「させる」の関係

荒田 悟 22

佐伯晴子 23

読者の声

不明脳炎とのたたかいの想い出

タイ国立ウイルス研究所のプロジェクトX 山田彪史 24

会員企業の紹介 NPO法人ライフステージ・リスクマネジメント協会 26

パムサ日誌

パムサだより

編集後記

m
m
m叫

特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメ予fカルサイエンス研究会
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第15巻第2号/20 0 3年

パムサ Now& New 

科学的にも評価される創薬研究の遂行を 赤松 穣 1

シリーズ

食品中の微生物のリスクアナリシス

徴生物学的リスクアセスメントの普及に向けての世界の取り組み 春日文子 2

パムサの窓ー圏内外の情報

ヒト T細胞白血病ウイルスの源流をもとめて
アンデスのウイルスハンターたちの出会い 園田俊郎 7

給説

「累卵の危うき」にある感染症対策 三瀬勝利 13

活動の報告

バイオセーフティ技術講習会受講者の活動

バイオセーフティの現場から 遠藤康伸 18

ひと休み

抗生物質耐性菌出現の意外性

会員企業の紹介

堀田国元 21

予防医学推進センター 22 

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメディカルサイエンス研究会
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第15巻第3号/2003年

パムサ Now& New 

プリオン研究の先駆け 中山宏明 l 

シリーズ

食品中の微生物のリスクアナリシス

WHOの微生物リスクアセスメントに関連する活動 豊福 E喜 2 

パムサの窓 国内外の情報

2003年度BMSA訪中団報告 伊藤洋~ 8 

解説

エリスロマイシンを代表とする14員環7 クロライドの新作用について 赤川 清子 12 

ひと休み

私の国宝探訪
動機と思い 今井博三 18

会員企業の紹介

日本ミ リポア株式会社 20 

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイホメ7"1カルサイエンス研究会
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第15巻第4号/2004年

パムサ Now& New 

感染症時代に対応する感染症法の思い

「伝染病」から 「感染症」へ、「予防」から「予紡と医療」へ

シリーズ

食品中の微生物のリスクアナリシス

リスクマ不ジメントとリスクコミュニケーション

大久保一郎 1 

山本茂貴 4

パムサの窓 一国内外の情報

パムサの重症急性呼吸器症候群 (SARS)相談窓口の活動

解説

重症急性呼吸器症候群 (SARS)
これまでにわかってきたこと

ハ Yタウ イノレス感染症の疫学

ひと休み

私の国宝探訪

大和神剣ものがたり

お知らせ

日本バイオセーフティ学会について

会員企業の紹介

株式会社 ライフマネージメント社 (略称LMC)

小松 俊彦 9

阿部 信彦 11

苅和 宏明 16

今井博三 23

杉山 手口良 27 

31 

パムサ日誌

パムサだより

編集後記
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特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメ予イカルサイエンス研究会
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SCIENCE ASSOCIATION 

第16巻第1号/2004年

巻頭宵

パムサ Now& New 
BMSAの国際協力事業

シリーズ
感染症法と動物由来感染症

パムサの窓一国内外の情報
世界の結核ーザンピアでの経験を通して

中国山東省における麻疹試験法技術指導

解脱
新興再興感染症における行政の対応
カノレタヘナ法にもとづく遺伝子組換え生物の使用

会員企業の紹介
ベンタックス株式会社

会員の声
大都市における微生物災害の封じ込め対策の重要性
年次総会に出席して

報告
平成 16年度通常総会報告及び常任理事の主な業務分担

平成 16年度第1回理事会報告(抜粋〉
トラベラーズワクチ ンフォーラム 概要と活動

お知らせ
学会、研究会開催のお知らせ

「病原性微生物検出情報(IASR)月報」購読のお薦め
パムサ書籍紹介
医療施設の環境管理による院内感染予防指針

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

大谷 明 1 

伊藤洋一 2 

荻原敏且 6 

御手洗聡 8 
鈴木 一義 10

石川 直子 12 
神田忠仁 17

山本 晃 21

菅又昌実 22
豊島紳行 23

25 

30 
山寺静子 31

33 

34 

34 

35 

37 

バイオメ予fカルサイエンス研究会
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第16巻 第2号/ 20 0 4年

パムサ Now& New 
環文研共用実験室の活動 中山 幹男 1 

シリーズ
感染症法と動物由来感染症
2 感豊島症法による病原体保有動物のもt人対策 神山 恒夫 4 

パムサの窓一 国内外の情報

タイ国熱帯性感染症符理アドパイザーとしての
シニアボランテイア荷動 高橋 T巨和 9 

解 説 。
トラベラーズワクチンの現状と版関 中山 哲夫 13 

論 説 ・

感染症と気象 森田 盛大 17 

室内空気汚染除去一竹炭の効用一 刻l 必I戊 梁回 i!{治 24 

会員企業の紹介 :

協和工業株式会社 小怯 総百l27 

川 会員の声

通常総会に出席して 松山 繁夫 28 
結核関検査に想う 'w山 智雄 29 

報 告
開帯血パンク調査 ・評価委員会の活動 (2003年度〉 石井 明 31 

平成 16年度パイオセーフティ技術講習会(基礎コース 14期〕 伊藤 洋一 34 

お知らせ 。

平成 16年度パイオセーフティ 技術講習会(基礎コ ース 15期〕 36 

関連学会、研究会 36 
第4回トラベラーズワクチンフォーラムのご案内
第 4rr'J人と動物の共通感扱症研究会学術集会

パムサ事務局

パムサ日誌

事務局からのお知らせ

編集後記

泌

総

鈎

特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメ予fカルサイエンス研究会



ノミ ム サ会誌

第16巻第3号/20 04年

追悼

染谷内白11先'1:.を似んで

パムサ Now& New 
E立境微生物の測定詳価研究

シリーズ

!感染抗法と~)物山米感染IJ~
3 厚生労働省の対策強化について

パムサの窓一国内外の情報

同際エイズ会議

解説

結肢の現状と結核予防法の改JF

JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION 

人;谷 I~I 

山崎 i'i 

1['的 ill介

北村 i:t( 

1 

2 

4 

8 

4正 '! 10 
お茶によるインフノレエンザに対するうがいの効史 iい111 幹31 15 
論説

食'11，1];のぎE貌とその対策
会員企業の紹介ー

メ ディサイエ ン ス ・ エス ポア株式会~I

会員の声

臨床検査手'のノミイオセーフテ ィに想う

食料の安全はとうするか

報告
第 4@jトラベラーズワクチンフォーラムの開催

お知らせ

関連学会、研究会

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

'1'村 IりJ(- 17 

梁III )~(治 26

後藤美江 f- 27 
笈川和男 28

山寺 "争 (- 30 

31 

32 

33 



バム サ会誌 JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION 

第16巻第4号/2005年

パムサ No山 &New:

感染症市民相談窓ロ

シリーズ :

感染症と動物由来感染症

4獣医師・獣医師会の立場からみた動物由来感染症対策

パムサの窓ー圏内外の情報:

結核患者であった飼い主から感染した犬の結核の一例報告

解説:

感染症の事典

繍鋭:

ウエストナイル熱と媒介蚊対策

会員企業の紹介:

RHC USA Corporation 

追悼 :

緒方隆幸先生へのお別れの言葉

会員の声 :

日々の診療で感じること

公益法人の食品検査業務に関係して

額告:

シックハウスに関する研究

感染症法対応病院設備調査研究

お知5せ .
関連学会、 研究会

パムサ事務局 :

パムサ日露

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

山寺 静子

大森伸男 3 

山崎利雄 6 

堀田国元 10

津田良夫 13

松本高明 16

北村 敬 17

土江秀明 18

二I山瀬悦生 19 

21 

22 

23 

24 

25 

バイ尤メ予fカルサイエンス研究会



バムサ会誌 JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION 

第17巻第I号/ 2005年

巻頭言

トラベラーズワクチンのすすめ

パムサ Now&New 

海外渡航者予防接種 (トラベラーズワクチン)推進事業

シリーズ

臨床検査とバイオセーフテイ

1.検査センター細菌検査室の立場からバイオセーフティを考える

パムサの窓ー圏内外の情報

「タイの食文化と寄生虫症に関する総合的研究」の考察

解説

消毒薬と使用上の留意点

論説

センチニクパエの不思議

会員企業の紹介

北山ラベス株式会社

会員の便り

生物学的製剤の品質管理

安全キャピネットに思うこと

報告

平成 17年度通常総会報告

お知5せ
学会、研究会開催のお知らせ

訂正記事

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

大谷 明 l

萩原敏且 2 

安藤栄子 4 

杉山 広 6 

秋山 茂 13

森林敦子 他 22

桑原吉史 28

坂口孝康 29

水野裕子 30

32 

34 

34 

35 

37 

バイオメディカルサイエンス研究会
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SCIENCE ASSOCIATION 

第17巻第2号/2005年

パムサ Now&Neω 

パムサ習志野実験室のルチンワークとしてのレジオネラ検査

シリーズ

臨床検査とバイオハザード

2病院検査室での結核検査

パムサの窓ー圏内外の情報

アフガニスタンの医療事情

論鋭

最近のヤマピルによる吸血被害の拡大と人獣共通感染症

ーそして吸血動物たちの巧みな吸血戦略とは

会員企業の紹介

株式会社エスアールエル

会員の便り

北海道の酪農と酪農学図

細菌検査に従事して

報告

インドネシア共和国西ジャワ州山岳住民集務における衛生水準の基本調査

お知らせ

学会、研究会開催のお知らせ

町正記事

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

三好哲夫 1 

東 由佳 5

横井健二 11

谷 重和 15 

保知戸和憲 23 

森田千春 24

武田妙子 25

菅又 昌実 27

32 

32 

33 

34 

バイオヌ予fカルサイエンス研究会



ノミ ム サ A 三士~ 脚色、
JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION 

第17巻第3号 20 0 6年

パムサ Now&New 

野生株ポリオウイルス保管状況調査への協力

一世界ポリオ恨絶に向けて

シリーズ

臨床検査とバイオセーフテイ

3.臨床検査会社におけるバイオセーフティの取り組み

パムサの窓国内外の情報

米国における海外渡航健康管理

解説

Good Laboratory Practice (GLP) 

論説

インフルエンサ'の漢方薬治療

会員企業の紹介

財団法人 日本ポリオ研究所

会員の便り

雑感

地方衛生研究所とフィールド

報告

バイオセーフティ技術講習会 ・第 10期主任管理者コース

お知5せ
学会、研究会開催のお知らせ

訂正記事

書籍紹介

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

小松俊彦 1 

石古博昭 3 

萩原敏且 9 

浅野敏彦 12

玉田耕一 15

清水文七 20

薬袋 勝 21

秋山和夫 22

伊藤洋一 24

27 

28 

2日5

29 

30 

バイオヌ拘カルサイエンス研究会
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第17巻第4号/2006年

パムサ Now&New 

ノfイオセーフティ技術認定更新研修会

シリーズ

臨床検査とバイオセーフテイ

4 病原体取扱いの管理体制について

パムサの窓ー圏内外の情報

河南省胸科医院の結核病棟を訪れて

解説

感染症法の改正案の概要

一特に 「病原体等の所持等を規制する制度案」についてー

論説

1976年プタインフルエンザ予防接種計画

インフルエンザ危機可能性への対応の教訓

会員企業の紹介

社団法人北里研究所生物製剤l研究所

会員の便り

感染症とのかかわり

私の微生物検査について

株式会社福山臨床検査センター

お知5せ
学会、 研究会開催のお知らせ

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

木ノ本雅通 I 

杉山和良 3 

鹿住祐子 7 

中嶋建介 10

北村 敬 20

長井正昭 24

谷口克己 26

和田 恭直 27

高橋 伸 28

30 

32 

33 

特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオヌ予fカルサイエンス研究会
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C 
第18巻第1号/2006年

， 

巻頭言

プライマリーヘルスケアの科学

パムサ Now&New 

湯島ラボの活動

シリーズ

バイオセーフティに関する質問あれこれ

バイオハザード対策用キャビネット

パムサの窓一国内外の情報

インドネシア・ベトナムにおける高病原性烏インフルエンザの

診断技術の支援活動に参加して

解説

媒介蚊から考察したウエストナイル熱の流行

会員企業の紹介

イカリ消毒株式会社

会員の便り

最近の衛生研究所における検査

私の仕事遍歴から見た知識

報告

平成 18年度通常総会報告

平成 18・19年度理事及び監事

平成 18・19年度役員選考委員会報告
お知5せ
学会、研究会開催のお知らせ

パムサ寧務局

パムサ日誌

編集後記

大谷 明 l

斉藤恵子 2 

大久保孝雄 4 

板村繁之 8 

小林隆生 11

松井 仁 14

山口正則 15

仙波 勉 16

17 

20 

22 

24 
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JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION 

第18巻第2号/2006年

パムサ Now& Ne山

パムサ・ホームページ(パムサ HP)リニューアル

シリーズ

バイオセーフティに関する質問あれこれ

実験室内で作業に従事する職員の健康管理

パムサの窓ー圏内外の情報

インド洋大津波に遭遇して

解説

デング熱・デング出血熱

論説

Vaccination Clinic 10年

会員企業の紹介

財団法人阪大微生物研究会

会員の便り

地方におけるバイオハザード対策

バイオセーフティ技術講習会を受講して

報告

第 l、2回理事会報告

お知5せ
関連学会、研究会

訂正記事

パムサ事務局

パムサ日誌

編集後記

安居院 宣昭 1 

3 

飯田哲也 6 

高崎智彦 11

茅野文利 14

東 薙 17

松田俊二 18

武田 浩 19

20 

22 

23 

24 

25 

特定非営利活動法人 (NPO法人)

バイオメ71カルサイエンス研究会



ノミ ム メ込
~ 

•. 

‘. 

i
L自
M

1
2
同

JOURNAL OF BIO-MEDICAL 

SCIENCE ASSOCIATION サ

第18巻第3号/ 2007年

パムサ Now&New 
バイオセーフティ技術講習会 (基礎コース)

シリーズ

バイオセーフティに関する質問あれこれ

動物実験に従事する職貝の健康管理

パムサの窓一国内外の情報

インドネシアで展開した 「熱帯病研究支援」

ーJICAボランティア事業からスタートした国際学術共同研究ー

解説

ノロウイルス感染症と牡嘱

論説

i寄血性レンサ球菌感染症の話
会員企業の紹介

日本不動産管理株式会社

会員の便り

バイオセーフティ講習会を受講して

株式会社]IMROです。
報告

「危機管理産業展2∞6Jから「アウトプレイク感染症」に関して
書籍の紹介

お知らせ

関連学会、研究会
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、

パムサ Now&Ne山

パムサ習志野ラボにおけるレジオネラ検査の現在と展望

シリーズ

バイオセーフティに関する質問あれこれ

病原体等の輸送について

パムサの窓一国内外の情報

第6回日本バイオセーフティ学会総会・学術集会に参加して

(学会に出席できなかった方のために)

解説

水質浄化とバイオレメディエーション

会員企業の紹介

東洋紡績(株)敦賀バイオ研究所

会員の便り

私と臨床検査薬の標準化

科学者の不正行為

報告

第3、4回理事会報告
第9回バイオセーフティ技術認定更新研修会

お知らせ

関連学会、研究会
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巻頭言
/I/j¥与さが故にnか らず 大谷 'YJ 

パムサ Now& New 
バイオセーフティに関するコンサルタ ン ト業務 :H 1'1よー

シリーズ
.'J.t.fio発生現場でのバ イオセーフテ ィ

パムサの窓〔圏内外〕

タイの~E犬州 荻原 敏11
解 宣兇

感染症の f lllî&び感染経の}J.\~"に対する

医療に附する法tl-t~I干の 一 部を改正する ìH I!について 三木 JlTJ 

言論 説

，¥'51両JJ;(t主H5Nl.Cjインフルエンザウイルスの
ヒ トレセプター認織制 民性変民サーベイランスの必要性 鈴木 康夫

会員企業の紹介

111"1封法人 化学及Jfll治療法研究所 佐藤 哲JlIJ
会員の便り

~::l J苫の戯 :1" -BMSA会誌の思い11¥- /'iJJ;t 義守
生命出現にl則する索考 本Jj;( j(;成

報 a国金三

干成19年度通常総会報告
評議u会設 ii'l~

お知らせ

学会、研究会l創刊1，のお知らせ
ほっとタイム

はしか流行、起るべくして起きた? 一.輪 亮寿

ドレスデン、述命の日 山寺 静 f
パムサ会民研究論文執筆および役稿規定
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パムサ Now& New 

バイオセー フ ティ 校柿;j lwj. ~!;r 会 ー 尖判 - jl[当講師からひと こと

シリーズ
忠 ，o;-1t'l現場でのバ イオセーフテイ

現場の訓告? と 処jI~か ら学ぶノロ ウ イルス感染蛇の Ý I坊と i1'jdJ; 

パムサの窓〔国内外の情報〕
インドネ シア マナド サムラト ラ ンギ大学を，訪ねて

ーその後のDr.Josefに逢って きました ー

解説

ノロウイル ス感決~iÌ~

論説

食品偽装と.m，o;'先生
会員企業の紹介
「ι4E気を利;]:する」 株式会tl ソダ工業

会員の便り
バイオセーフティ技術講料会を受講して

記憶に残る臨床経験 r(f 11 咳 2題」
報告
第12J閉バイオセーフティ技術講判会 主任約JlII，o;.コース

お知らせ
学会、 研究会IJHil長のお知らせ

ほっとタイム
すみだ学判 ガーデンのプラネタ リウム

長寿は、 11的それとも結*?

パムサ事務局
パムサ 11誌

編集後記
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パムサ Noω&New 
イン フルエンザ待相談 窓11

シリース
以.r，-発'lcfJU品でのバ イオセーフテ ィ

結 fk品.J ~ro)fJL-1K

パムサの窓〔国内外の情報〕
第 71"111本バイオセーフテイ '手会総会に/1¥1市して

ザri.ilJ;t休輸送に IJ.I.うこと
解説

りufur微'1'物の 111:界
研究論文
インフルエンザウ イルスの成沫およひ'nW-，岐に対する
側 々のマスク のIq1 tI効 県

会員企業・法人の紹介
株式会干lクレハ '1'物作、午 fi)f究Jリi
l付l弘μ{J認.;11判 定，1P'F¥利川助法人 11本医療環境相川検定協会

会員の便り
進化するバイオセーフティ技術品料:会

お知らせ
学会、 研究会IJfJ1ti<のお知らせ

ほっとタイム

在、のほっとタイム

日本語 〈もったいなしう が l止坪で

松山l 敏 11

111111 )J rH 3 
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大谷 IVI光州を偲ぶ

パムサ Noω&New
ト".111it4~tJ'î 械 IW、“ WORLD FOCUS" -100りを迎 えて ー

シリーズ
.'J，t ~守党 '1 現場でのバイ オセー フティ

1I品作1IIIrntl大JJtij[拘 ー，1:しい知品置でlEしく 1'1山
パムサの窓 【国内外の情報〕
止に川敬 J;' rベニシ リン版業 ')'UflJメL1'(，;:プラ ネ y ト株式会制2007"F
解説

非;かにJ止大する10代におけるtU出クラミジア感染拍z
論説

i何 ' I :.~n;.fI1!における1ω排水の新民1m
研究論文
ヤ{i叫皮環境におけるウイルスエアロゾル生成 ILlJ収災前の1m発

会員企業・法人の紹介
メデイサイエンスエスポア株式会tl

会員の便り
イカリ H'i1住株式会tl: LCJ;;(境検'ttセンタ ー
いざというときのパムサ

お安日sせ
学会、研究会|品Jj/l・のお知らせ

ほっとタイム
l告なる111..}ι)J11111' の見える小学校

エ イズの特効業がもし/1¥王lLしたら

-1ヒ村 1，主

¥YORLD FOCUS 
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巻頭言

、l'成20"21 {Pi!:J9IJl1l"ji.就任の挨拶

パムサ Now& New 
パムサの1-1際協)J文援 "J;;，'e;につ いて

パムサの窓【国内外の情報〕
アフ ガニスタンの市i't:.:.とカ レー ズの会i，ii動桜;iE
解説

~ .fif(~Ii.J JJ;l体等であ る多剤耐刊訂1伎 1¥'40)辺搬につ いて

論説
11本における抗'1'物質の泌'流

一 「ペ ニ シリン産業 J;始 (式111敬広 2007{1'lJに学ぷ その l
技術講座

安全キャビネ ッ ト胤怖における NSFJ>l怖と 1IS胤怖の封じ込め試験のX j~

会員企業・法人の紹介
1 11長染J;I~ とのたたかい」 デンカ生研株式会t l

会員の便り
バイオメデイカルサイエンス研究会とのかかわり

訂正記事
書籍紹介

事11111判夫符 111犬病I'iU人J(J也人Ji品lil
報告

、ド I主20年度j岨'i ; ~.総会および臨時総会

第 11"1 .l'1[ "J;会
お知5せ
学会研究会1J}1艇のお知らせ
研究 a論文・ 校#i.;昨地投稿規定

パムサ事務局
パムサ 11誌

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)
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パムサ Now& New 
剣山一20J.'ijl，l記念/1¥版')i;r，の府i介

パムサの窓〔国内外の情報〕
1 11: 坪 ~ I よ;悩 f ll右デー

解説
感M!:~ ，'I ~の 1"1際的拡大に対する取り剖lみ

論説
日本におけるfJL'1物質の1JJj[ilrt 

一「ペニシリン版業'Ft治 (式'"敬 一再 2007勺)Jに学ぶ その 2
会員企業・法人の紹介

株式会干1:$Ji11本利学

会員の便り

感染晶子l坊1{M'I:.隊 (TEAMS)の設ii"Lについて
I~Ç~S ，'dlの微'nÞJ ，'ì'.fll!午I1感

お知らせ
学会、研究会のお主11らせ

ほっとタイム
l吋 ~q d，~. 太郎の I/I:W.

訂正記事

パムサ事務局
パムサ11必

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)
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高志
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SCIENCE ASSOCIATION 

BMSA判別研究 環J克微生物の測定訓官lIi併究
パムサの窓〔国内外の情報〕

1 

!日 l刊法人微'1'物化学研究会印lι50}品年I:G念 シ ンポジウム J}u， U 1 ['f.1 }[; 4 
解説
2012'f麻疹!JI'~1; (Elimina tion)にIJJJけて パム サ岬+:4~正 '1 1lJfiキ"M~窓 1- 1 7 

論説
遺伝r-治療川リ ボ ソームの新たな!i:.'JIj 

研究論文
イン フ ルエンザウ イルスの感染価におよ l;tす相対 ?11~，互の路料

会員企業・法人の紹介
「検作を辿じた医療への氏献J i;'・1:レピオ株式会干l

会員の便り
バイオセー フテイへの怨い

臨床検査ボランティア参加 の思 い

お知らせ
学会、 研究会のお知らせ

ほっとタイム
~t命の山 .1-Jl 1111然か必然か

パムサ事務局
ノ〈ム 4ナn，w、

編集後記
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パムサ Now& New 
バイオセーフティの'J;典

パムサの窓〔国内外の情報〕
オランダの結核内JA搬 'J;怖を悦封書して
解説

海外勤務将の感染杭対策

論説

病JJ;{j.'i附カン ジダの都市IJ耐1"1にl則わる分 f機構
会員企業 ・法人の紹介

「アクセスギャ yプ」 の解決策としてのRI-ICUSA Corporation 
会員の便り

'よ~主計バイオセーフティへの取り組み

日本における新明インフルエンザ対策の1111題点

報告
l決1IIIjr !"，~'!i"" 'J J;.Jを鏡nして
第111"1バイオセーフティ技術認定!1!車1IfI}f修会と
パムサ会LW)報交換会

お知らせ
学会、研究会のお知らせ

ほっとタイム
ビーフシチュウ

大谷川先生のJ庁しみ

パムサ事務局
ノ《ム斗ナIIIW、

編集後記

特定非営利活動法人 (NPO法人)

助i111 |正1)じ
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